
福島復興再生基本方針における該当箇所
頁
章
節
項
目

【平成23年度】
科学技術戦略推進費　708百万円の内数（578百万円）【一般会計】
【平成23年度（第３次補正）】
放射能測定調査委託費　835百万円【一般会計】
【平成24年度】
放射性物質測定調査委託費　1,596百万円の内数（1,346百万円）【復興特会】

施策の内容

　事故の全体像を把握するため、空間線量率の分布状況、地表面への様々な放射性物質の沈着状況
を確認するとともに、陸域の様々な環境における放射性物質の移行状況調査を継続的に実施し、空間
線量率マップ、土壌濃度マップの作成、及び様々な環境における放射性物質の移行状況を解明するた
めの調査研究を実施する。

施策の進捗状況及び今後の予定

○平成23年６月から第一次調査を平成23年度科学技術戦略推進費により実施し、その結果については
とりまとめて公表したところ。現在、第二次調査を平成23年度補正予算により実施しており、とりまとまっ
た結果を順次公表している状況である。
○これらに続き、平成24年度予算により、第三次調査として、空間線量率測定及び土壌への放射性物
質の沈着量の詳細調査及び調査箇所周辺の環境における放射性物質の動態挙動の詳細調査を実施
することとしている。

平成23・24年度の予算措置の状況

東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質の分布状況等調査 施策番号076
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水生生物中の放射性物質の挙動等の解明 施策番号077

平成23・24年度の予算措置の状況

　我が国周辺海域等において、食物連鎖等を通じた放射性物質の濃縮の過程等の挙動を明らかにする
ための科学的な調査を実施。
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○我が国周辺海域等において、食物連鎖等を通じた放射性物質の濃縮の過程等の挙動を明らかにす
るための科学的な調査を実施。
○今後、海水、海底土等の環境試料を含む様々な試料の放射性物質濃度の分析、海流等の把握、更
には飼育実験等を行い、これらを総合的に解析することによって、水生生物中の放射性物質の挙動とそ
の要因を明らかにする予定。

【平成24年度】
・海洋生態系の放射性物質挙動調査事業　190百万円【復興特会】
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